
測定部位のセンサーと本体接続

A0905-SA

縦置きも･･･

AMI3037-SB-Ⅱ

AMI3037-SB-Ⅱ

実測で確認

＜測定原理と特徴＞

接触間にエアを扁平状に封じ込め、接触外部

で気圧変動で左右されない大気との差圧で測定

する。

その受圧手段として、(1)直径20mm圧迫で広
がらない非伸縮性の扁平状の袋で行う。（エア

パックと称す） 柔らかい面（生体など）で(2)
厚み1mmに空気を入れ,硬い面（ダミーなど）
では0.5mm入れて測定。(3)円形で取付け向きは
問わない。圧迫で(4)潰れない１mmのチューブ
にて接触外部へ導き(5)大気との差圧で測定。以
上の測定条件で(6)熱影響が極めて少ないことが
水深圧校正法にて確認されている。

model： A0905-SA-Ⅱ-set…柔らかい面（生体）･硬い面

model： AMI 3037-Ⅱ-set…柔らかい面用（生体)

株式会社 エイエムアイ･テクノ株式会社 エイエムアイ･テクノ

<用途>

着圧
圧迫

拘束圧
衣服圧
被服圧
締付圧
接触圧

体圧
坐圧

校正された測定法: エアパック式接触圧測定器

ストッキング・包帯の圧力測定器ストッキング・包帯の圧力測定器

カバーテープにより、

圧迫・動作・姿勢による

実際の皮膚への圧力検出。

用具の着脱時のズレに対し

エアパック(センサ)の保護。

機
器
正
面

カバーテープは(仮の)皮膚とする

ｴｱﾊﾟｯｸφ20 実寸

●1台で何ヵ所、何人も測定可能…
●センサ(エアパック)を装着のまま…

…時間変化を間欠的に測定可能

簡単操作： コックを引き、放すだけで測定

変形した下肢への圧力

ストッキングの選択肢

包帯技術の向上

部位ごとの効果的な圧力

体位と圧力の相関

むくみ･腫れの変化

部位にセンサを着け、

ストッキングを着用後、

センサを本体に繋ぎ

コックを引き放す!!
センサにエアを押込み

その圧力を測定する

センサー（エアパックφ２０）圧迫前は、

測定影響が極めて少ない厚み１mmまたは0.5mm

で,圧迫にてさらに薄い状態で測定

センサー（エアパック）が円形で

取付け向きによる値の違いはなく

再現性がある

多点測定

特許第５６０１４８９号







オプション A0905-SAのみ対応




